
令和６年台風５号における治水対策の効果（岩手県小本川水系小本川）
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小本川では、河川激甚災害対策特別緊急事業などにより、治水対策として河道掘削や築
堤等を実施。令和６年８月の台風５号による大雨では、治水対策を実施した一連区間で
河川の水位を低減し、小本川の氾濫による家屋等の浸水被害を防止した。
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令和６年の台風５号による大雨では、平成
28年の台風10号と同規模の総降雨量で
あったが、河道掘削や築堤等の治水対策
により、河川氾濫による家屋等の浸水被害
を防止する効果が見られた。
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